
停
止
を
怠
っ
た
車
両
を
取
り
締
ま
る
も
の
で

す
。
横
断
歩
道
は
歩

行
者
優
先
と
再
認
識

し
、
横
断
歩
道
周
辺

に
人
影
が
見
え
た
ら

ま
ず
減
速
し
、
歩
行

者
優
先
を
心
掛
け
て

下
さ
い
。

　

そ
の
後
の
審
議
に

て
、
決
議
事
項
は
原

案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

都内個人タクシー現況（平成31年4月1日現在） 
許可事業者数  12,312名（前月比 −45名）

（特別区、武三11,904名  北多摩155名  南多摩253名）

傘下事業者数  12,014名（前月比 −102名）
（特別区、武三11,610名  北多摩152名  南多摩252名）

※集計方法は運輸行政と異なります。

　

理
事
会
冒
頭
、秋
田
会
長
か
ら
現
在
の
業
界

を
取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
、次
の
よ
う
な
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

運
賃
改
定
に
つ
い
て

　

国
土
交
通
省
か
ら
の
通
達
「
２
０
１
９
年
10

月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
タ
ク

シ
ー
運
賃
改
定
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」に
よ

り
、タ
ク
シ
ー
運
賃
に
お
い
て
は
、す
で
に
内

税
方
式
に
よ
る
総
額
表
示
が
定
着
し
て
い
る
現

状
を
鑑
み
、今
回
の
消
費
税
率
等
引
き
上
げ
に

伴
う
運
賃
改
定
に
つ
い
て
も
内
税
方
式
を
採
用

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、新
た
な
公
定
幅
運
賃
が
10
月
の
消

費
税
率
改
正
の
１
カ
月
前
に
出
て
く
る
予
定
で

す
。公
定
幅
運
賃
が
公
示
さ
れ
た
ら
忙
し
く
な

り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

違
反
行
為
の
撲
滅
の
た
め
に

　

平
成
30
年
度
は
、無
車
検
が
４
件
、ひ
き
逃

げ
に
よ
る
救
護
義
務
違
反
が
３
件
出
て
い
ま

す
。特
に
、救
護
義
務
違
反
は
即
免
許
取
り
消

し
と
な
り
、個
人
タ
ク
シ
ー
の
営
業
も
出
来
な

く
な
り
ま
す
。
個
人
タ
ク
シ
ー
は
法
人
タ
ク

シ
ー
を
10
年
以
上
行
っ
て
き
た
方
々
で
す
か

ら
、事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、ど
う
し
た
ら
い

い
か
は
重
々
分
か
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

各
組
合
で
、改
め
て
違
反
行
為
の
撲
滅
を
働

き
か
け
て
下
さ
い
。

横
断
歩
道
に
お
け
る

歩
行
者
優
先
の
徹
底
を

　

交
通
ル
ー
ル
へ
の
意
識
が
異
な
る
訪
日
外
国

人
の
増
加
と
、さ
ら
に
多
く
の
来
日
が
予
想
さ

れ
る
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
、警
視
庁
で
は
、横
断

歩
道
に
お
け
る
横
断
歩
行
者
妨
害
違
反
の
交
通

指
導
取
締
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、信
号
の
な
い
横
断
歩
道
で
歩
行
者

が
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、一
時

令
和
元
年
度
事
業
計
画
が
決
ま
る

場
　
　
所

日
個
連
会
館

決
議
事
項

①	

令
和
元
年
度
事
業
計
画
（
案
）承
認
の
件

②	

令
和
元
年
度
収
支
予
算
（
案
）承
認
の
件

③	

会
員
の
処
分
（
案
）承
認
の
件

開
催
日
時

４
月
12
日（
金
）
午
後
１
時
30
分

第
51
回
　
理
事
会
の
焦
点

事業計画（案）は全員賛成で可決承認された

発行者　一般社団法人東京都個人タクシー協会　教育広報委員会　東京都豊島区南大塚1-2-12　日個連会館5階　（03）3947-1461　http://www.kojintaxi-tokyo.or.jp/

会報 乗 っ て 安 心 個 人 タ ク シ ー
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３
．街
頭
営
業
の
適
正
化
と
基
本
対
応
励
行
の
推

進
に
つい
て

　

指
導
規
程
に
基
づ
く
不
適
正
営
業
の
是
正

指
導
及
び
摘
発・処
分
の
強
化
。

４
．行
政
方
針
、通
達
等
の
周
知
及
び
協
会
の
機
関

紙
等
の
刊
行
と
広
報
活
動
に
つい
て

５
．事
業
者
の
た
め
に
行
う
経
営
改
善
の
指
導
及

び
事
業
用
資
材
対
策
に
つい
て

　

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
運
賃
改
定
へ
の

対
応
及
び
事
前
確
定
運
賃
や
相
乗
り
運
賃

等
、多
様
な
タ
ク
シ
ー
運
賃・料
金
に
つ
い
て
の

情
報
収
集
及
び
情
報
提
供
と
、新
た
な
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
への
対
応
の
検
討
。

６
．一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
関
す
る

調
査
研
究
並
び
に
統
計
事
務
の
整
備
作
成
に
つ

い
て

５
つ
の
事
業
で
活
性
化
を
実
現

令
和
元
年
度
事
業
計
画 

一
部
抜
粋

　

令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
は
、安
全
事
業
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
事
業
、共
済
事
業
、事
務
代
行
事

業
と
、白
タ
ク
行
為
合
法
化
の
阻
止
や
適
正
化
及

び
活
性
化
の
諸
施
策
と
い
う
５
つ
の
事
業
で
、個
人

タ
ク
シ
ー
の
活
性
化
の
実
現
を
目
指
す
も
の
と
し

ま
す
。

Ⅰ.

安
全
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
に

	

必
要
な
事
業

　
「
事
業
用
自
動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
０
」

の
人
身
事
故
等
の
削
減
目
標
達
成
へ
向
け
た
輸
送

の
安
全
確
保
の
取
り
組
み
及
び
安
全
運
行
指
導

員
制
度
の
推
進
に
よ
る
安
全
輸
送
体
制
の
確
立
と

と
も
に
、「
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
の
法
令
遵
守
の
徹

底
及
び
事
故
防
止
対
策
」の
確
実
な
実
行
（
所
属

団
体
に
お
け
る
小
グ
ル
ー
プ
講
習
等
の
実
施
、運

転
免
許
証
等
の
有
効
期
間
切
れ
防
止
の
確
認
作

業
の
徹
底
等
）。

Ⅱ.

サ
ー
ビ
ス
向
上
・
資
質
向
上
・
輸
送
秩
序
の

	

確
立
の
た
め
に
必
要
な
事
業

１
．良
質
な
輸
送
力
の
確
保
対
策
に
つい
て

２
．利
用
者
への
サ
ー
ビ
ス
向
上
対
策
に
つい
て

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
を
視
野
に
日
本
を
訪
れ
る
外
国

人
利
用
者
への
対
応
。

Ⅲ.

事
業
者
の
相
互
扶
助
を
図
る
た
め
の

	

共
済
事
業

Ⅳ.

事
業
者
の
た
め
に
行
う
関
係
官
庁
等
へ
の

	

事
務
代
行
事
業

 

Ⅴ.

そ
の
他

　

シ
ェア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
白
タ
ク
行
為
の

合
法
化
の
断
固
阻
止
へ
の
取
り
組
み
や
、タ
ク
シ
ー

特
定
地
域
協
議
会
、準
特
定
地
域
協
議
会
に
お
け

る
適
正
化
及
び
活
性
化
に
関
す
る
諸
施
策
へ
の
積

極
的
な
取
り
組
み
。

　

以
上
、事
業
者
の一
人
ひ
と
り
が
危
機
感
を
共

有
し
、個
人
タ
ク
シ
ー
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
た
め
の
使

命
を
果
た
す
べ
く
、一路
邁
進
し
て
頂
き
た
い
と
切

に
願
い
ま
す
。

令和元年度収支予算書 令和元年5月1日から令和2年4月30日まで
（単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
 １．経常増減の部
  （１）経常収益
   受取登録料
   受取会費
    会員受取会費
    上部団体受取会費
   事業収益
    研修事業収益
    代行事業収益
   雑収益
    受取利息
    雑収益
   経常収益計
  （２）経常費用
   役員報酬
   給料手当
   役員退職給付費用
   退職給付費用
   法定福利費
   福利厚生費
   会議費
   旅費交通費
   通信運搬費
   減価償却費
   報奨費
   什器備品費
   消耗品費
   会場費
   委託費
   修繕費
   印刷製本費
   賃借料
   清掃費
   光熱水料費
   リース料
   ソフト費
   表彰費
   共済給付金
   花環代
   対外活動費
   広告宣伝費
   新聞図書費
   諸負担金
   顧問料
   慶弔費
   交通支援賛助金
   租税公課
   上部団体会費
   雑費
   経常費用計
  当期経常増減額
 ２．経常外増減の部
  （１）経常外収益
   経常外収益計
  （２）経常外費用
   経常外費用計
  当期経常外増減額
  法人税等
  当期一般正味財産増減額
  一般正味財産期首残高
  一般正味財産期末残高
Ⅱ　指定正味財産増減の部
  当期指定正味財産増減額
  指定正味財産期首残高
  指定正味財産期末残高
Ⅲ　正味財産期末残高

300,000
250,565,000
132,245,000
118,320,000
5,715,600
4,763,000
952,600
665,000
5,000

660,000
257,245,600

10,236,000
51,872,000
833,000
2,708,000
10,020,000
600,000

10,269,000
19,528,000
3,192,000
4,682,000
1,000,000
200,000
1,100,000
3,553,000
3,660,000
50,000

14,107,000
8,470,000
183,000
540,000
628,000
700,000
1,292,000
9,500,000
1,425,000
200,000
2,037,000
561,000
520,000
570,000
100,000
200,000
20,000

118,320,000
100,000

282,976,000
△ 25,730,400

0

0
0

70,000
△ 25,800,400

0
△ 25,800,400

0
0
0

△ 25,800,400

300,000
261,365,000
137,945,000
123,420,000
6,148,800
5,124,000
1,024,800
655,000

0
655,000

268,468,800

10,236,000
53,276,000
833,000
3,123,000
9,500,000
600,000

10,192,000
22,323,000
3,134,000
2,397,000
1,000,000
200,000
1,100,000
3,407,000
3,494,000
50,000

14,591,000
8,370,000
180,000
530,000
626,000
700,000
952,000

10,000,000
1,500,000
200,000
539,000
561,000
520,000
540,000
100,000
200,000
20,000

123,420,000
100,000

288,514,000
△ 20,045,200

0

0
0

70,000
△ 20,115,200

0
△ 20,115,200

0
0
0

△ 20,115,200

0
△ 10,800,000
△ 5,700,000
△ 5,100,000
△ 433,200
△ 361,000
△ 72,200
10,000
5,000
5,000

△ 11,223,200

0
△ 1,404,000

0
△ 415,000
520,000

0
77,000

△ 2,795,000
58,000

2,285,000
0
0
0

146,000
166,000

0
△ 484,000
100,000
3,000
10,000
2,000
0

340,000
△ 500,000
△ 75,000

0
1,498,000

0
0

30,000
0
0
0

△ 5,100,000
0

△ 5,538,000
△ 5,685,200

0

0
0
0

△ 5,685,200
0

△ 5,685,200

0
0
0

△ 5,685,200

科     目 当年度 前年度 増減

一般社団法人  東京都個人タクシー協会会報令和元年5月号 第538号　⑵



 

入
賞
者
の
喜
び
の

声

氏
名	

所
属
団
体	

享
年	

病
名

伊
藤 

昭
吉	

（
東
個
協
・
大
田
第
一
）	

70	

間
質
性
肺
炎

熊
谷 

好
明	

（
東
個
協
・
葛
飾
第
二
）	

68	

肝
硬
変

武
内 

哲
夫	

（
東
個
協
・
世
田
谷
第
三
）	

71	

前
立
腺
癌

寺
西 

秀
一	

（
東
個
協
・
武
三
）	

72	

心
筋
梗
塞

柴
田 

忠	

（
東
個
協
・
墨
東
）	

80	

腸
管
虚
血

山
本 

吉
治	

（
都
営
協
・
江
東
）	

57	

膵
臓
癌

熊
谷 

明
比
己	（
都
営
協
・
交
友
）	

69	

心
室
細
動

森
田 

誠	

（
都
営
協
・
城
北
）	

76	

脳
出
血

大
鐘 

昭
二	

（
都
営
協
・
城
北
）	

73	

多
臓
器
不
全

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

訃
報

＊
３
月

■処分事案対処報告書（街頭営業適正化指導規程）	 平成31年3月報告分

会員 団体名 氏名 発生日 発生場所 対象行為 加重 処分内容

都営協 葛飾支部 Ｓ・Ａ H30.12.10 東京駅八重洲北口周辺 交通阻害行為 表示灯使用停止
換金停止

都営協 新東京支部 Ｅ・Ｍ H30.12.25 千代田区内幸町1-5 待機禁止無視 表示灯使用停止
換金停止

都営協 北区協組 Ｙ・Ｓ H30.12.12 新橋駅東口吉野家前 進入禁止無視 表示灯使用停止
換金停止

※処分事案は会員団体に処分を要請し、平成31年3月中に処分内容の報告があったもの
※加重とは、処分事案としての処理が２回目以降となる場合です

■不適正営業集計表（街頭営業適正化指導規程）	 （件）

発生月 警告事案 処分事案 処分事案（加重） 合計

平成31年2月 10 1 0 11

■会員の処分等に関する規則に基づく処分状況	
会員 団体名 氏名 発生日 対象行為 処分内容

東個協 城南支部 Ｔ・Ｙ H31.3.6 優良タクシー乗り場不正入構 過怠金7万円

※「発生日」は、発生日もしくは発覚日

の
挨
拶
、お
金
の
や
り
と
り
を
す
る
時
等
、限

ら
れ
た
目
が
合
う
タ
イ
ミ
ン
グ
を
大
切
に
し

て
、お
客
様
に『
日
本
の
接
客
は
素
晴
ら
し
い
』

『
個
人
タ
ク
シ
ー
は
選
ば
れ
た
人
の
集
ま
り

だ
』、と
感
じ
て
い
た
だ
き
、『
や
は
り
乗
る
な

ら
個
人
タ
ク
シ
ー
』と
い
う
行
動
に
繋
げ
て
下

さ
い
」と
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
、優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
２
名
は
、

今
年
７
月
に
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

  

優
秀
賞
　
東
個
協・世
田
谷
第
三
支
部

髙
槗
　
浩
さ
ん

　

普
段
の
練
習
と

は
違
う
面
が
出
て

し
ま
っ
た
の
で
す

が
、か
え
っ
て
自
然

体
で
出
来
た
点
が
評
価
さ
れ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
最
近
は
、コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け
た
練

習
も
あ
り
、身
体
に
覚
え
込
ま
せ
て
自
然
に

出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
所
作・動
作
も
増
え
、

普
段
の
仕
事
の
時
に
も
お
客
様
へ
の
接
客
の
際

に
手
ご
た
え
を
感
じ
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
も
意
気
込
ま
ず
ナ
チ
ュラ
ル
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

特
別
賞
　
都
営
協・東
京
相
互
支
部

岡
本 

時
範
さ
ん

　
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

第
一
印
象
の
笑
顔

と
は
き
は
き
と
し

た
言
葉
遣
い
を
心

掛
け
ま
し
た
。思
っ
た
よ
り
出
来
な
く
て
悔
し

い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、特
別
賞
を
い
た
だ
け

て
素
直
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。こ
の
コ
ン
テ

ス
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
、お
客
様
の
具
合
や

状
態
、考
え
等
を
考
え
な
が
ら
仕
事
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
個
人
事
業
者
と
し
て
、

一
度
原
点
に
立
ち
返
る
こ
と
が
出
来
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
賞
発
表
の
後
、プ
ロ
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

と
し
て
、審
査
員
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
松
橋

真
理
子
さ
ん
よ
り
「
回
数
を
重
ね
、設
定
も

変
わ
っ
て
き
て
い
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
が
、根
底

に
流
れ
て
い
る
テ
ー
マ
は
、『
お
も
て
な
し
を
感

じ
さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
』で
す
。お
客
様
の
役
に
立

て
て
い
る
か
、喜
ん
で
も
ら
え
て
い
る
か
を
一
番

に
考
え
、お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と

を
自
分
自
身
も
嬉
し
く
思
う
と
い
う
、喜
び
の

キ
ャッ
チ
ボ
ー
ル
が
続
く
こ
と
が
、本
当
の『
お

も
て
な
し
』だ
と
思
い
ま
す
。

　

訪
日
外
国
人
の
増
加
も
あ

り
、タ
ク
シ
ー
に
乗
る
お
客
様
も

外
国
人
の
方
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。言
葉
が
通
じ
な
い
お
客
様

に
と
っ
て
の
お
も
て
な
し
と
は
何

で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
笑
顔
で
す
。

笑
顔
で
接
す
る
こ
と
を
ぜ
ひ
習

慣
に
し
て
下
さ
い
。と
は
言
う
も

の
の
、タ
ク
シ
ー
の
乗
務
員
は
運

転
を
し
て
い
ま
す
か
ら
、お
客
様

と
目
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
な
か

な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
最
初

日
本
を
代
表
す
る
よ
う
な
接
客
を

　

３
月
28
日
（
木
）、全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
関
東
支
部
に
お
い
て
、予
選
会
・
準
本
選

会
を
勝
ち
抜
い
た
各
都
県
協
会
の
代
表
14
名
に
よ
る
「
接
客
マ
ナ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
本
選

会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。日
頃
の
お
も
て
な
し
の
技
を
競
っ
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
の
結

果
、最
優
秀
賞
１
名
、優
秀
賞
１
名
、特
別
賞
３
名
及
び
健
闘
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

接
客
マ
ナ
ー
コ
ン
テ
ス
ト   

本
選
会

入賞者一覧
最優秀賞◦	猪野周九さん（京葉協組）
優 秀 賞◦	髙槗　浩さん（東個協・世田谷第三支部）
特 別 賞◦	出口知広さん（東個協・練馬支部）
	 岡本時範さん（都営協・東京相互支部）
	 松山邦彦さん（東個協・練馬支部）

本選会出場者の皆さん
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デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

う
ほ
か
、全
員
で
両
腕
を
左

右
に
伸
ば
し
て
視
野
の
範

囲
を
確
認
し
、若
い
頃
よ
り

狭
く
な
っ
て
い
る
視
野
を

補
う
た
め
に
、積
極
的
に
体

や
首
を
し
っ
か
り
使
う
こ

と
を
体
感
し
ま
し
た
。最
後

に
工
藤
交
通
安
全
教
育
セ

ン
タ
ー
係
長
よ
り
「
ぜ
ひ
周

り
の
手
本
に
な
る
よ
う
、道

路
環
境
や
周
囲
状
況
を
き
ち
ん
と
確
認
し
、

自
分
の
力
や
体
調
の
状
態
を
把
握
し
、決
し

て
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
心
掛
け
て
下
さ

い
」と
講
評
を
い
た
だ
き
、教
室
は
終
了
し
ま

し
た
。

東
個
協
・
板
橋
第
一
支
部

横
田
輝
夫
さ
ん

　

危
険
予
知
の
大

切
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
大
切

な
こ
と
は
分
か
っ

て
い
な
が
ら
も
、

日
々
の
運
転
で
は
つ
い
交
差
点
で
道
を
譲
ら

れ
る
と
急
い
で
し
ま
っ
た
り
、安
全
を
確
認

し
き
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
り
、安
全
運
転

に
対
す
る
意
識
を
高
め
な
け
れ
ば
と
気
を
引

き
締
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、指
導
員
の
方
に
指
摘
さ
れ
た
「
若
い

　

開
会
の
挨
拶
と
し
て
、警
視
庁
交
通
部
交

通
総
務
課
の
功
刀
（
く
ぬ
ぎ
）交
通
安
全
担
当

管
理
官
よ
り
「
日
頃
か
ら
皆
さ
ん
は
、体
調
管

理
を
適
切
に
行
い
、ま
た
道
路
環
境
が
変
化

し
続
け
る
中
で
常
に
安
全
運
転
に
努
め
て
い

  
◆ 

警
視
庁
主
催 

◆
　
高
齢
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
交
通
安
全
教
室
開
催

基
本
に
立
ち
返
り
、危
険
予
知
の
必
要
性
を
学
ぶ

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
の
抑
止
対
策
の
一
つ
と
し
て
４
月
10
日
（
水
）午
後
１
時

よ
り
、「
高
齢
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
交
通
安
全
教
室
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。世
田
谷
区
喜
多
見

の
警
視
庁
交
通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
、65
歳
か
ら
85
歳
の
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
16
名
が

参
加
し
、テ
ス
ト
コ
ー
ス
に
お
け
る
実
技
と
座
学
等
を
通
し
て
安
全
運
転
の
基
本
を
再
確
認
し

ま
し
た
。

時
と
違
い
、集
中
力
が
持
続
し
な
く
な
っ
て

き
た
部
分
」を
自
覚
し
、休
憩
を
こ
ま
め
に
と

る
等
、今
の
年
齢
に
合
っ
た
運
転
を
行
う
よ

う
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
一

番
大
切
な
の
は
、お
客
様
の
命
を
目
的
地
ま

で
運
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
。ご
自
身
の
運
転

技
術
に
は
プ
ロ
と
し
て
の
自
信
が
お
あ
り
だ

と
は
思
い
ま
す
が
、今
一
度
自
分
の
運
転
を

振
り
返
っ
て
、年
齢
と
と
も
に
衰
え
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
部
分
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ

き
、日
頃
の
業
務
に
結
び
付
け
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。今
後
も
『
世
界
一
の
交
通
安
全
都

市
、東
京
』を
目
指
す
に
は
、皆
様
の
日
頃
か

ら
の
安
全
運
転
が
不
可
欠
で
す
。ぜ
ひ
今
日

の
教
室
を
最
後
ま
で
真
剣
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

実
技
講
習
で
は
、指
導
員
が
同
乗
し
て
テ

ス
ト
コ
ー
ス
走
行
し
、ビ
デ
オ
画
像
で
自
分

た
ち
の
走
行
状
況
を
確
認
。対
向
車
に
譲
ら

れ
て
右
折
す
る
サ
ン
キ
ュ
ー
事
故
発
生
の
可

能
性
や
見
通
し
の
悪
い
道
路
に
お
け
る
停
止

線
を
守
る
意
味
等
、改
め
て
基
本
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
座
学
講
習
で
は
、実
技
講
習
で
学
ん

だ
危
険
予
知
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

交差点のサンキュー事故の危険性を体感

指導を受ける参加者

参
加
者
の

声
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